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【緒言
より】「宇宙」という言葉は、前漢時代に著された『淮南子』の「斉俗訓」に「往古
来謂之宙、四方上下謂之宇」をもって来源とする。……本論考は古代中国では「天地
陰陽」の「道理」を宇宙の「根本原理」と解釈したことによって、天文暦法が独特の
発展を遂げたことを検証するものであるが、検証で用いた新出土史料には、地球自転
における永年減速の「ΔT」
に関する基礎的データを含む場合もあり、現代の天文学の領域にも広く利用されるも
のと期待したい。
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